
9/26 官民物流標準化懇談会 第5回モーダルシフト推進・標準化分科会

北海道商工会議所連合会 福井 邦幸
北海道通運業連合会 河野 敏幸

北海道での取り組み状況・

今後の課題等について

資料５－２



→ 物流が、経済を左右

消費だけでなく、
生産にも影響

なぜ 商工会議所 が 物流 に取り組むのか？

1



物
流
拠
点

（苫
小
牧
・札
幌

他
）

ものが運ばれるには・・・

東

京

物
流
拠
点

津軽海峡

航 空

船 舶
フェリー・RORO船

トラック
トレーラー 鉄 道

ＪＲ貨物

道

内
トラック
トレーラー

ＪＲ貨物

国策としてのモーダルシフト
（環境対策、物流効率化）

JR貨物の経営にプラス
（下り荷の獲得、片荷対策）
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北海道の物流は・・・

→ 絶妙なバランスで
維持されている

どれ一つ失えない

ベストミックスが重要
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万が一、バランスが崩れると何が起こるのか？

① 運びたくても運べなく・・・

② 運べる地域・モノが限定

③ 北海道がまた離島扱い

④ 運賃の上昇

⑤ 北海道価格の復活

→ 地域経済 に 大打撃が！ 4



北海道物流ＷＥＥＫ
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２つの実証実験

１．道内下り貨物における
コンテナ利用実証実験

２．災害時輸送システムに係る
実証実験
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２つの実証実験

北海道新聞 2024年2月22日（木）5面 北海道新聞 2024年2月23日（金）11面
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荷主から見た鉄道貨物は？

※この辺が貨物鉄道
のメリット

※ここが鉄道貨物
のデメリット

引用：北海商科大学相浦宣徳教授集計資料筆者追記

発
展改

善

調査主体：北海商科大学相浦宣徳教授
北海道通運業連盟
北海道通運業連合会
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１．道内下り貨物コンテナ利用実証実験 ポイント

～本実験の概要（通常時と本実験の比較）～

札幌貨物ターミナル駅 北見駅

『トラック ⇒
コンテナ３個

へ積替輸送』

積替施設＝
ＤＰＬ札幌レールゲート

本
実
験

19.2 ㎞

26 ㎞

12.6 ㎞

トラック輸送距離：約32～37㎞
（▲276～268㎞）

所要時間：17時間30分
（＋8時間30分）

輸送力：荷量に合わせ手配
（回送コンテナ余裕あり）

途中積替え：１回
（積替場所必要）

輸送運賃：鉄道運賃＋積替作業
＋トラック運賃など

養生方法：鉄道仕様

313㎞

前日17:00 当日10:30

通
常
時

305㎞

305㎞

トラック輸送距離：305㎞
所要時間：9時間
輸送力：荷量に合わせ配車
途中積替え：無し
輸送運賃：トラック運賃のみ
養生方法：トラック仕様

前日22:00
当日07:00

国分北海道

サッポログループ物流
国分北海道

【 物流効率化に向けたモーダルコンビネーションの推進 】

トラックドライバー不足や2024年問題の課題解決に向けて、道内各地域へトラック輸送されている生活品を貨物鉄道へ
シフトした実証実験を行い、課題抽出と対策を構築し、鉄道貨物輸送の利用促進を目指すことを目的とする。

✓実施意義 ２０２４年問題への対応策、道内下り貨物の回送鉄道コンテナ活用による鉄道貨物輸送の利用促進
✓検証項目 鉄道コンテナ利用による輸送品質・所要時間・輸送運賃等の検証と、駅構内積替え作業の検証

札 幌 北 見
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１．コンテナ利用実証実験 ポイント

① 長距離になる道内輸送区間の物流持続性
→ トラック輸送モードとの モーダルコンビネーション

② 片荷になる道内輸送区間の有効活用を構築
→ 道内下り 空コンテナの活用 による物流効率化

③ コンテナ単位からパレット単位での輸送可能性
→ 小ロット輸送（パレット単位）を可能にする鉄道へ

④ 選択される鉄道貨物輸送に向けた対策を推進
→ ニーズに応える 所要時間・運賃・災害時対応
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１．コンテナ利用実証実験 まとめ
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２．災害時輸送システムに係る実証実験 ポイント
～本実験の目的と意義～

鉄道貨物輸送の弱点として、輸送障害発生時の迂回輸送に時間を要する声を多く聞く。特に災害などの有事時には即効性を持つリ
ダンダンシー確保にむけて、ＪＲ貨物と利用運送事業者が連携を強化し、トラック代行輸送を主とする高規格道路施設を使用した
新たな災害時輸送システムを実証し、安定輸送構築にむけた課題抽出と対策の構築により、利用促進を目指すことを目的とする。

✓実施意義 高規格道路施設を使用したトラック代行輸送における課題抽出と対策構築、行政機関等に支援いただく仕組みの検討
✓検証項目 高規格道路と一般道路の運行状況と費用比較、中継輸送に関する課題抽出と費用比較
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２．災害時輸送システムに係る実証実験 ポイント

① 長距離になる道内貨物基地間の災害時対応
→ 中継輸送 による代行トラック輸送を構築

② 関連法の遵守とドライバーの労働環境を推進
→ 高規格道路を利用した 運行利便性 を検証

③ 高規格道路と一般道路の運行費用を比較検証
→ 高規格道路の利用推進 に向けた課題整理

④ 選択される鉄道貨物輸送に向けた対策を推進
→ 災害時における 迅速なリダンダンシー を確保
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２．災害時輸送システムに係る実証実験 まとめ
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実証実験 まとめ
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本実証実験に基づくご提案
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① 地域特性に起因する季節波動（物量増加時）への対応と
して、地域や期間を限定した各種法例の緩和

② 災害時等、代行輸送時における利用運送許可（鉄道・
船舶）の（迅速な）特認

③ モーダルコンビネーションの実現に向けたパレット化のさら
なる推進と、Ｂパレを含めた標準化・最適化の再検討

④ 地域で異なる物流環境に合わせた地域毎の検討・協力
体制確立、及び行政サイドの物流専門部署・専門官設置

北海道から考える地域物流の課題解決に向けて
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